


　

国
で
は
、
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
、
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま

い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
環
境

を
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
名
づ
け
、

仕
組
み
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
の
拡
大
と
、

介
護
人
材
の
不
足
が
あ
り
ま
す
。

　

10
年
度
の
人
口
を
基
準
と
し
た
人
口
推
移
で

は
、
15
年
は
75
歳
以
上
の
人
口
が
増
加
し
て
、

64
歳
以
下
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
の
30
年
ま
で
こ
の
状
況

が
続
き
、
以
後
は
横
ば
い
に
な
り
ま
す
。
75
歳

以
上
の
要
介
護
認
定
率
は
３
割
以
上
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
利
用
率
は
１
０
０
％
に
近
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、要
支
援
１
・
２
の
人
で
身
体
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
の
は
１
割
程
度
で
、
９

割
は
調
理
や
買
い
も
の
、
掃
除
な
ど
の
生
活
支

援
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
介
護
保
険
の

改
正
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
が
あ
れ
ば

地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
人
の
た
め
に
、
地
域

の
力
を
借
り
て
基
盤
を
つ
く
る
と
い
う
考
え

を
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
入

れ
ま
し
た
。（
図
1
）

　
２
０
１
５
年
４
月
の
介
護
保
険
の
改
正
に
よ
り
、
今
後
の
中
核
と
い
え
る
新
し
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
町
村
が
中
心
と
な
り
、

住
民
の
参
画
を
得
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
全
国
の
全
市
町
村
は
、

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
15
～
17
年
度
）
中
に
予
防
給
付
の
通
所
介
護
・
訪
問
介
護
を
、

市
町
村
に
よ
る
新
し
い
総
合
事
業
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
改
正
の
ね
ら

い
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
課
長
補
佐
の
川
部
勝
一
さ
ん
よ
り
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

ね
ら
い 住

民
が
参
画
す
る
！

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

図1

厚生労働省老健局振興課課長補佐

川部 勝一さん
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訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、「
地
域
支
援
事
業
」

と
い
う
介
護
保
険
の
枠
を
使
い
、
新
し
い
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に
組
み

入
れ
ま
す
。
既
存
の
介
護
事
業
所
も
法
の
附
則

の
13
条
の
み
な
し
指
定
に
よ
っ
て
、
こ
の
４
月

か
ら
全
国
で
総
合
事
業
を
実
施
で
き
る
事
業
所

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
多

様
な
担
い
手
が
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
た
と
え

ば
住
民
主
体
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
主
体

の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
の
が
、
地
域
支

援
事
業
で
す
。
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
関
す
る

活
動
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
制
限
し
ま
せ
ん
。

　

既
存
の
訪
問
介
護
事
業
所
や
通
所
介
護
事
業

所
は
、
国
が
建
物
の
面
積
基
準
、
人
員
配
置
基

準
等
を
定
め
て
、
そ
れ
を
都
道
府
県
が
指
定
し

て
、
包
括
報
酬
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
地
域
支
援
事
業
で
は
、
介
護
保
険
の
財
源
を

活
用
し
、
家
賃
、
光
熱
水
費
、
コ
ピ
ー
代
金
な

ど
の
間
接
補
助
を
担
い
手
と
な
る
団
体
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
高
齢

者
が
歩
い
て
行
け
る
、
身
近
な
公
民
館
や
集
会

所
な
ど
で
体
操
教
室
を
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み

も
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
参
加
や
社
会
的
役
割
を
も
つ
こ
と
は
、

生
き
が
い
と
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
高
齢
者
は

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
象
で
し
た
が
、
そ

の
発
想
を
転
換
し
て
、
元
気
な
高
齢
者
は
担
い

手
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
主
体
の
助
け
合
い
活
動
は
、
す
ぐ
に
生

ま
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
生
み

出
す
た
め
の
し
か
け
が
、「
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
」
で
す
。
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
で

は
、事
業
主
体
を「
協
議
体
」と
呼
び
、人
や
ニ
ー

ズ
を
地
域
で
調
整
す
る
人
を
「
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。
当
面
は
、
地

域
で
の
資
源
開
発
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
充

実
が
目
的
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ニ
ー
ズ
と
取

り
組
み
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

活
動
を
生
み
出
す
土
壌
が
で
き
る
ま
で
に
は
５

～
10
年
が
か
か
り
ま
す
。
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
、
総
合
事
業
と
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
を
一
緒
に
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
消
費
税
増
税
分

を
財
源
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
は
恒
久

財
源
で
す
。
今
年
度
は
公
費
で
１
０
７
億
円
の

予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
第
１
層
の
市
町
村

全
域
の
活
動
費
は
８
０
０
万
円
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
人
件
費
が
５
０
０
万
円
、
活
動
費

が
３
０
０
万
円
で
す
。
第
２
層
の
日
常
生
活
圏

域
で
は
、
４
０
０
万
円
×
日
常
生
活
圏
域
の
数

が
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
介
護
保
険
改
正
の
肝
は
、
地
域
づ
く

り
で
す
。
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
住

新
し
い
総
合
事
業

改
正
の
肝
は
、
地
域
づ
く
り

民
が
参
画
を
し
て
、
住
民
同
士
で
支
え
合
え
る

仕
組
み
や
居
場
所
を
つ
く
り
、
介
護
保
険
で
補

助
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
新
し
い
「
総
合
事

業
」
で
す
。
た
と
え
ば
毎
日
通
い
の
場
に
行
け

ば
、
住
民
同
士
の
小
さ
な
気
づ
き
や
見
守
り
が

生
ま
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
新
し
い
総
合
事
業
を
活
用
し

て
、
そ
う
し
た
気
づ
き
か
ら
住
民
主
体
の
支
え
合

い
活
動
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊2015年10月16日に開催された「平成27年度第1回宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議」での基調講演を基に編集しました。

図2
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＊図3〜5は、『改正介護保険における「新しい地域支援事業」の生活支援コーディネーターと協議体』（2015年、CLC）より出典
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宮
城
県
に
お
け
る
地
域
支
え
合
い
・
生
活
支
援
の
推
進

　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎

え
、
全
人
口
の
２
割
弱
が
75
歳
以
上
に
な
る
超

高
齢
社
会
が
到
来
し
ま
す
。
宮
城
県
で
も
75
歳

以
上
の
人
口
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
急
速
に
上

昇
す
る
と
の
推
計
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調

理
や
買
い
も
の
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
生
活
支

援
を
求
め
る
高
齢
者
が
増
え
る
な
か
、
担
い
手

で
あ
る
15
～
64
歳
の
人
口
は
、
15
年
に
比
べ
て

25
年
に
０.

９
１
倍
、
40
年
に
０.

７
５
倍
に
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

は
受
け
手
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
担
い
手
に
な

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
宮
城
県
で
は
、
官
民
が
連
携
・
協
働

し
て
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
、
今
年

７
月
に「
宮
城
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
（
会
長
：
村
井
嘉
浩
・
宮
城

県
知
事
、
46
団
体
で
構
成
）。
あ
わ
せ
て
、
住

民
を
対
象
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
た
圏
域
ご
と
の
研
修
会
な
ど

を
開
催
し
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
16
日
に
は
、「
宮
城
県
地

地
域
支
え
合
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

域
支
え
合
い
・
生
活
支
援
推
進
連
絡
会
議
」

（
27
団
体
で
構
成
）
が
発
足
。
13
人
の
運
営
委

員
会
（
委
員
長
：
大
坂
純
・
仙
台
白
百
合
女
子

大
学
教
授
）
を
中
心
に
、、
①
市
町
村
へ
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
②
情
報
収
集
・
支
援
ニ
ー

ズ
の
聞
き
取
り
、
③
情
報
交
換
会
、
④
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
の
開
催
（
詳
細

は
次
頁
）、
⑤
情
報
紙
の
発
行
な
ど
、
地
域
の

支
え
合
い
や
生
活
支
援
の
充
実
に
向
け
た
市
町

村
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
（
図
６
）。

　

こ
の
連
絡
会
議
は
、
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

協
議
会
に
置
か
れ
た
５
つ
の
専
門
委
員
会
の
な

か
の
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
生
活
支
援
専
門
委

員
会
」が
取
り
組
む「
地
域
支
え
合
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
保
健
福
祉
部
参
事
兼
長
寿
社
会
政
策

課
長
の
村
上
靖
さ
ん
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支

え
合
い
活
動
を
育
む
支
援
を
し
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
は
、
15

～
17
年
度
に
新
し
い
総
合
事
業
に
移
行
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
内
35
市
町
村
の
う
ち
、

今
年
度
は
石
巻
市
、
白
石
市
、
川
崎
町
の
３
市

町
が
移
行
し
、
16
年
度
は
気
仙
沼
市
、
多
賀
城

市
、東
松
島
市
、大
崎
市
、大
河
原
町
、丸
森
町
、

南
三
陸
町
の
７
市
町
が
移
行
す
る
計
画
で
す
。

第1回宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議

図6

宮城県内市町村の地域支援事業の実施予定（2015年10月31日現在）
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